


























要約:乳幼児の齲蝕は年々減少傾向にあるといわれているが,実際には,それは 3 才位まで

であり,4,5 歳児では,70%以上の高い齲蝕罹患率が認められている。そのため,幼児の歯科

保健を推進するには,3 歳以降から就学時点までの乳歯齲蝕を予防することが求められて

いる。

3 歳児歯科健康診査以後,保健所などでの歯科健診や保健指導を受ける機会の乏しい 4,5

歳児の齲蝕発生を抑制する効果的な対策が必要である。しかも,限られた時間とマンパワ

ーを有効に使い,より効率的な予防対策を検討しなければならない。そこで,本研究班では

今年度は 4,5歳児の齲蝕罹患の実態とその背景を調査した結果,次のようなことが解った。

野坂は,都市化が強く,出生時より 4,5 歳まで母親が主たる養育者になっている地域では,

齲蝕が少なかった。一方,ほとんどの母親が働いており,主な養育者が祖母になっている地

域では、齲蝕が多いだけでなく,重症化していた。そのことから,1 歳以前からの養育方法

に問題があるものと考えられた。今後は,齲蝕予防の啓蒙を母親のみならず,他の養育者へ

も行う必要がある。また,長田は,3 歳以後 6 歳までの間に 1 歯も齲蝕に罹患しなかった対

照群と,5 歯以上齲蝕罹患した多数歯齲蝕罹患群との齲蝕病性を調査した結果,以下の結果

を得た。多変量解析では,①夕食時のテレビ視聴,②ジュースの飲用状況,③父母等の甘味

食品の飲食習慣,④子供の歯科保健に対する関心の 4項目について,統計的に有意な相対危

険度が得られた。このほか,単変量解析においても,母親の職業,清涼飲料水(コーラ等),ス

ナック菓子,保育園から帰宅後夕食までの甘味食品の飲食習慣等,幼児の日常の生活習慣に

関わる項目に高い相対危険度が認められた。

岡崎によると,齲蝕重症度指数と関連の強い偏相関係数を示したのは,3,4,5 歳群とも齲蝕

活動性試験が最も高い値を示した。また,齲蝕に関する関心度も大きな要因を示した。こ

のことから,保護者に対する健康教育の重要性が改めて示された。さらに,間食の回数や規

則性などの間食に関する要因が大きなウエイトを占めた。しかし,同時に間食に関する要

因は年齢の増加とともに低下する傾向にあり,逆に歯磨きの状態やフロスに関する要因が

高くなる傾向を示した。今後,本年度の研究成果を参考に,幼児の歯科保健指導と健診シス

テムを確立する予定である。


